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子ども医療費支給制度のご案内

問い合わせ　子育て応援課子育て応援担当（１階⑥番窓口）

お知らせ

支給対象の医療費
　医療機関に入院・通院した際に支払う医療保険の
一部負担金と入院時の食事の療養標準負担額
【対象にならないもの】
○保険外診療自己負担分（保険が適用されないもの）
○診断書や証明書などにかかった文書料、手数料
○ 交通事故など第三者行為による医療費、日本スポ
ーツ振興センターの災害給付が適用される医療費
医療費の支給方法
　県内医療機関等では「子ども医療費受給資格証」
と「子どもの健康保険の資格が確認できるもの（マ
イナ保険証、健康保険証、資格確認書、資格情報の
お知らせ等）」を一緒に提示すると、医療費の窓口
支払いが不要になります（保険外診療の自己負担分
は支払いが必要です）。

こんなときは届け出を
〇加入医療保険に変更があったとき
〇市内転居など住所を変更したとき
〇振込口座を変更するとき
〇氏名に変更があったとき
〇生活保護等を受けるようになったとき
※転出する際は、子ども医療費受給資格証を返却し
てください。
ジェネリック医薬品のご利用を
　令和６年10月から、後発医薬品（ジェネリック医
薬品）がある薬で、先発医薬品の処方を希望される
場合、特別料金（子ども医療費の対象外）が発生する
ことがあります。ジェネリック医薬品の積極的な利
用をお願いします。
★大切な医療費です。適正受診を心がけましょう。

　子ども医療費支給制度は、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、子どもが必要とする医療費の一部を支給
し、子どもの保健の向上と福祉の増進を図ることを目的としています。
　令和６年４月１日診療分から子ども医療費の支給対象年齢を18歳まで拡大しました。外来（通院）、入院とも、
18歳到達後最初の３月31日までが支給対象となります。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
※平成18年４月２日から20年４月１日までに生まれた子どもは、令和６年４月１日診療分から対象になります。

　全国的に１年の中で最も自殺者数が増加する３月を、国
では「自殺対策強化月間」と定めています。大切な人が悩
みを抱えていることに気づいたら、そっと声を掛け、丁寧
に話を聴いて、寄り添って見守ることが大切です。

３月は自殺対策強化月間です

問い合わせ　保健相談センター保健相談担当☎042－985－5122

お知らせ

周りの人ができること　ゲートキーパー（命の門番）
　ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声を掛け、
話を聴いて、専門家や相談窓口につなげ、見守る人です。
あなたの「気づき」に救われる命があります。
気づき… 家族や仲間の変化に気づいて、声を掛ける
傾聴…… 相手の気持ちを尊重し、話に耳を傾ける
つなぎ… 専門家や相談窓口への相談を勧める、一緒に相談

に行く
見守り… 温かく寄り添いながら、じっくり見守る

月間中の市の取り組み
〇 図書館企画展示　「いのちに関する図書
コーナー」～ひとりで悩んでいませんか～
〇 ゲートキーパー養成研修　「対話を通し
て　気づき寄り添い・受けとめつなぐ」
日時　３月５日（水）
　午後１時30分～３時30分
〇 こころの健康づくり講演会「統合失調症
の理解～地域で暮らすための治療とは～」
日時　３月15日（土）
　午後１時30分～３時

市ホームページに身近な相談窓口の
一覧を掲載しています。
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